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l はじめに

コロンブスが｢新大陸｣に到達してから500年を-た1992年には,各地でさまざまな行事

が開催されたし,紋を契機としてはじまった新世界と旧世界との交涜やその結果として坐

じた地域変化に関して,評価･検討がさかんになった｡同年8月には, 4年ごとに開催さ

れる国際地理学連合(I GU)の本会議がアメリカ合衆国のワシントンDCで開かれ｢変

貌する南北アメリカを発見する｣という大きな課題のもとに一連のシンポジウムがもたれ

たが,コロンブス以前の南北アメリカやコロンブスのインパクトについても議論された｡

アメリカ地理学者協会(AAG)は,その年報の第3号を｢1492年以前と以後の南北アメ

リカ:現在の地理学研究｣というタイトルの特集号として出版し(Butzer 1992),この国

際地理学合の際に登録者に配布したo人間と環境に関する問題は,過去においても現在に

おいても地理学の重要な課題の一つであり,とくに南北アメリカにおける環境の利用や改

変については,アメリカ合衆国の地理学研究者を中心にして持続的な関心が寄せられてき

た｡パーソンズが指摘しているように,カール･サウア一に重要な起源をもつアメリカの

文化地理学･歴史地理学の研究は,ラテンアメリカ地域研究にユニークな貢献をなしてき

たわけである(Parsons 1964 ; Parsons 1973)｡

ヨーロッパ人の進出が始まる以前には,新大陸にはさまざまな文化をもった先住民の世

界が存在した.狩猟･採集･漁労から潅概による集約的農業にいたるまで生業形態は多様

であったし,アステカやインカに代表されるように高度な文明を築いた集団もあった｡前

コロンブス時代の新大陸に関して,植生や野生動物,農業土木技術,植物の栽培化と伝播,

バイオト-プと環境認識などの学際的な研究が徐々に進むにつれて,免住民たちは多様な

環境を正確に認識し,それに適応したり修正を加えたりしながら,独自の生活様式を確立

していたことがわかってきた｡残念なことに,そうした伝統のかなりの部分は,ヨーロッ

パ人による征服を契機に消滅してしまったわけである｡本稿の目的は,地理学を中心とし
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た研究成果に基づいて,前コロンブス時代における先住民の農業様式の特徴と環境利用の

形態について検討し,先住民の地域生態に関して明らかになってきた最近の新しい認識を

展望することである｡

H 先住民人口の推計

コロンブスが到来した15世紀末には,どのくらいの先住民が南北アメリカに存在したの

であろうかo正確な数値は依然として謎に包まれているが, 1960年代から研究が進むにつ

れて,先住民人口の規模は,従来考えられていたよりもはるかに大きかったことが明らか

になってきた｡

1940年代まで,アルフレッド･クローバーやジュリアン･スチュアートをはじめとする

アメリカの文化人類学者たちは,新大陸にはせいぜい800万から1,500万の先住民しかいな

かったと考えた｡ところが最近では,地理学者,歴史人口学者,文化人類学者たちは, 4,000

万から1億の範囲で先住民人口を推計するようになった.たとえば,地理学者のデネヴァ

ンは,第1表に示される.ように,およそ5,400万と推計しており, 20%の誤差を考慮して

ち, 4,300万から6,500万の範囲におさまるとしている｡この人口の60%はメキシコとアン

デスに集中していたが,そのほかにも広範囲にわたって先住民人口が存在したわけである

(Denevan 1992b) 0

最近の研究者が先住民人口を大きく見積もるようになった背景には二つの理由がある｡

一つは,ヨーロッパ人が先住民の人口規模を把握する前に,ヨーロッパからもたらされた

天然痘やはしかをはじめとする病気が,免疫をもたない南北アメリカの先住民に壊滅的な

打撃を与えたことがわかってきたことである｡病気の流行によって人口が激減し,その結

第1表 デネヴァンによa1492年頃の南北アメ[)力先住民人口の推計

･地.■域.人口
地._域人口

北アメリカ3,790,000 那)ブ海

イスパニオラ1,.000,000メキシコ

中部.13,839,000 その他2,000,000

チアパス275,000 アンデス

ユカタン.タバスj1,600,000 中部11,696,000′

ソコヌスコ.80,000 コロンビア3,000,000

北部1,380,000 ベネズエラ.1,000,000

中央アメリカ 南アメリカ低地部

グアテマラ南部2,000,000 アマゾニア5,664,000

ホンジュラス.ベリーズ850,000 アルゼンチン90.0,000

エルサルバドル750,000 チリ1,000,000

ニカラグア.825,000 その他1,055,000
コスタリカ400,000

パナマ800,000 総革53,904,000

Denevan(1992b : p. xxviii)による.
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莱,アステカにしてもインカにしても,スペイン人征服者に対する抵抗力を失っていた

(crosby 1972 ; Lovell 1992)0 1650年には先住民人口は560万にまで減少しており,この

減少率は89%におよんだ｡イスパニオラ島のように, 99%の先住民が死亡したような地域

もあった｡したがって, 16世紀のスペイン植民地に詳しかったラスカサス神父は, 1560年

までに4,000万人の免住民が死亡したと考えたというが,これは戦前の文化人類学者たちに
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とってはあまりにも非常識すぎる数値であったとしても,最近の研究者たちの人口推計と

は矛盾することがか-のである(Denevan 1992a)｡

もう一つの理由は,先住民がかなり高度な農耕技術をもっていたことがわかってきたこ

とである｡彼らは,険しい山腹斜面に段々畑を作ったり,潅概を行ったり,河川や潮の水

辺に人工的な盛土畑を造成したりした(第1図)｡当然のことながら,このように集約的な

農業技術の発達は鋼密な人口を養うことができたことを意味した｡農耕の遺跡が発見され

るにつれて,人口推計が修正されていったわけである｡近年では,先住民は環境を積極的

に改変しながら,環境に適応した生業形態を作り出す知恵と技術をもったたくましい人々

であったという認識が一般的になりつつある｡

もちろん,先住民の生活様式は地域によって多様であった｡北アメリカでは,東部の森

林地帯では農業を行った人々が存在したし,中部の草原地帯や西部の半乾燥地域では狩猟

や採集に依存する人々が多かった｡ラテンアメリカとなる地域の北端部と南端部には,狩

猟と採集におもに依存した移動性の高い人々がいた｡また,熱帯を中心に,ラテンアメリ

カの3分の2は農耕民によって占められていた｡彼らの大部分は原始的な農耕技術をもっ

/

写真lペルーのマチュピチュ遺跡の階段耕地(1979年)
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た人々で,高地部の森林に覆われた傾斜地や低地部の森林地帯で焼き畑農業を営んでいた｡

一方,アンデス地域と,メキシコ南部から中央アメリカ北部にかけてのメソアメリカと呼

ばれる地域では,進歩した集約的な農耕が行われた｡

このように, 15世紀末まで,新大陸にはさまざまな生活権式をもった先住民が住んでい

たので,経済形態や技術水準に応じて,独特な文化景観が形成されていた｡彼らは森林を

大幅に縮小したり,樹木の構成に変化を加えたり,草原を作り出したり拡大したりしてい

た.土木作業をおこなって地形に修正を加えたo野生の植物を栽培化し,高度な農業が営

まれた.都市の建設が進んでいた地域もあったo

しかし,ヨーロッパとの接触が始まってから人口が急激に減少した結果,先住民がつく

りあげた文化景観の多くは, 18世紀中頃までに消滅してしまった｡つまり,皮肉なことに,

植民地時代に入ってからのほうが,景観はより自然景観に近いものに復元され,その上に

ヨーロッパ人の入植にともなってヨーロッパ的な文化景観が形成されていったわけである

(Denevan 1992a) ｡

‖ 土木事業と集約的農葉

I.階段耕地と溝漉

アンデス山脈の文化景観でもっとも卓越的なのは,急傾斜の山腹斜面に建設された高密

度な段々畑である｡スペイン人がやってくるはるか苦から,先住民は多くの時間と労力と

技術を投入して芸術的とさえいえるような階段耕地を建設し,これにより山岳地帯の環境

を集約的に利用していた｡写真1は,ペルーのマテエビチュ遺跡にみられる段々畑であり,

この遺跡は発見が遅れたためによい状態で保存きれていた｡

集約的農業が行われていた痕跡を示した第1図を見ると,階段耕地はアンデス,メソア

メリカ,そしてコロラドからメキシコ北部に広範囲に分布していたことがわかる｡これは

景観的に明瞭であるため,早くからスペイン人によって発見され,記録に残された｡たと

えば,フランシスコ･ピサロの補佐を勤めたペドロ･サンチョは,すでに1535年の報告の

なかで,トゥンべスからクス.コにかけて急峻な山脈が克っており,そこには細い道路が建

設･維持されているとともに, ｢すべての山腹の畑はまさに石段のようにつくられている｣

と述べている(Sancho 1917 : 149)｡その後のスペイン人たちの報告にも, ｢アンデネス｣

(すなわちプラットホーム)と呼ばれた階段耕地がしばしば登場する｡デネヴァンによれ

ば,ペルー領アンデスには,前コロンブス時代に起源をもつ段々畑が少なくとも60万-タ

タール存在するという(Denevan 1992a)0

階段耕地の分布と意義について考える場合に,自然条件と社会的･文化的な背景を考慮

することが必要である｡ドンキンによると,階段耕地の分布地域のなかで85%を占めるの

は, 1年間に5カ月以上の乾季をもち,年降水量が900ミリメートル以下の地域である｡つ

まり,階段耕地は乾燥した地域に形成されたということになり,その起源は起源前数世紀

にさかのばる(Donkin 1979)｡乾燥地城で農業を行うには濯概が必要である｡考古学の成

果によると,濯激の起源は階段耕地と同様に起源前数百年と言われているo乾燥地域では,

濯救技術が導入されると農業の集約化が進んだ｡潅漉の行われなかった階段耕地も存在し
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第2国 ペルー北部チャチャボヤス県アトウエンにおける段々畑の断面

Schje‖erup (1986: 139).による

たが,階段耕地と濯救の分布はほぼ一致する｡

また,階段耕地が集中するアンデスにしてもメソアメリカにしても,高度な文明が繁栄

した地域であった.農業生産を拡大するために,たとえば,インカが新たに領土を拡大す

ると,トウモロコシを生産するために濯激水路を建設したし,山岳地帯では階段耕地を造

成した｡こうした耕地は太陽とインカの所有となった｡階段耕地はインカ帝国の強化の基

盤であり拡大の要因ともなったわけである｡なお,メキシコ北部からコロラドにかけての

地域においても階段耕地が存在したが,その密度はメソアメリカやアンデスと比べるとは

るかに低かった｡

階段耕地は多くの時間と労九 そして技術を必要とする土木事業であった｡階段耕地の

建設は,まず,斜面の前面およびその左右の面に石を積み上げて壁をつくり,そこに客土

して水平な階段状の耕地を造成した｡一般に,一筆の耕地は斜面の上方に向かって縮小し

た.第2図は,ペルー北部のチャチャボヤス県のアトゥエン集落における現地調査から明

らかにされた段々畑の断面である｡標高3,550メートルに位置するこの地区では, 29-35度

の傾斜をもつ山腹斜面に段々畑が建設された(Sch3ellerup 1986)｡

先住民はなぜ山間盆地の平坦地ではなくて,山腹斜面を好んで利用したのだろうか.ま

ず,農業にとって大きな問題である霜害について考える必要がある｡夜間には大気の冷却

が進み,山間盆地や谷底には冷気湖が形成されて気温の逆転が生じることがよくみられる｡

その結果,平坦な低地部では低温が作物に被害をもたらしたのに対して,斜面ではこのよ
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うな被害が少なかった｡こうした気候条件が先住民が平坦な低地部よりも斜面を好んだ理

由の一つであったと考えられる｡もちろん,耐寒性の品種の改良や作物の栽培化が進んで,

こうした自然の制約はしだいに改善されて行ったことも事実であった0

つぎに,表土の移動と肥沃度について考える必要がある｡階段耕地は土壌侵食を防止す

るために造成されたと一般には想像できる｡しかし,実際には,細切れに造成された階段

耕地は,土壌侵食のプロセスを緩和することはできても,それを完全に防止することはで

きなかった｡そして,かえって表土が下方に少しずつ移動することによって,土壌の肥沃

度が保持されたようである｡つまり,化学的風化作用が土壌深くまでおよぶことはなかっ

たし,地表面の養分がつねに更新されるというメリットがあった｡このように,階段耕地

の造成という土木事業を行いながらも,土壌侵食という自然のプロセスを弱めながら,そ

れを利用して農業が行われた｡

さらに,排水の問題があげられるo一般にアンデスの山間盆地の低地部では,排水不良

で湿地が形成されているところが多かった.これに対して,山腹斜面では排水不良は問題

にはならなかった.かえって排水がよすぎるくらいであったが,必要な水分は濯漉によっ

て補充することができた｡なお,乾燥地帯の盆地の低地部では塩類の集積が進んで土壌の

塩化現象がおこり,農耕には不適当であったことは言うまでもない｡

植生の観点からみても,先住民にとって山腹斜面は平坦な低地部よりも優れていた｡ア

ンデスの山間盆地では草原が多くみられる｡しかし,先住民がおもに利用していた掘り棒

写真2 チチカカ湖岸近くの親奏した階段耕地(1979年)
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などの簡素な農具では;しっかりと地中に根をはった草の除去や,.堅い表土の耕転は容易

ではなかった｡草原の開墾が進むのは,肇などの進んだ農具と牽引用の家畜が導入されて

からのことになる｡このように,草原はケチェア語やアイマラ語で｢パンパ｣と呼ばれた

が,先住民にとっては開墾の難しい,非生産的な場所であった｡これに対して,林地は火

を利用することによって容易に開墾することができたo また,斜面が草で覆われていたと

しても,人工的な畑を造成したので,草を除去する必要はなかった｡

以上のように,階段耕地の建設は時間と労力と技術を必要とするたい-んな事業であっ

たが,それだけの代償を払うだけのメリットが存在したわけである｡克住民はミクロな環

境をよく認識しており,地形を改変しながら集約的な農業を行い,全体としては環境に適

応した生活様式を作り上げていたと理解することができる｡

このような免住民の環境認識や生業形態は,スペイン人たちのそれとは大きく異なって

いた｡先住民の手に負えなかった草原は,イベリア的牧畜文化の伝統をもつスペイン人入

植者にとっては,午,辛,山羊などの家畜を放牧するためには好適であり,したがって経

済価値の高い存在であった｡こうして,スペイン人が植民地時代にアシェンダと呼ばれる

大農園をつくったのは,先住民によって利用が進んでいなかった盆地や谷底の平坦地であ

った｡アンデスに典型的にみられるように,､低地部では大土地所有制と粗放的な土地利用

が,そして山腹斜面では小規模な土地区画と集約的な土地利用が卓越する景観的特徴は,

こうして形成されたわけである｡ラティフンデイオとミニフンデイオのこのような著しい

対照は,その後も長い間存続することになる｡

前コロンブス時代から継続して利用されてきた階段耕地もあるけれども,写真2のよう

に,かつて行われた農耕の痕跡を残す荒れた階段耕地をよくみかける｡スペイン人との接

触の前後から,山腹のかなりの圃場が放棄されたようである｡こうした背景には,乾燥化

という気候変化があったのかも知れない｡病気の淀行によって先住民人口が急激に減少し

たため,多くの耕地が不要になったことも理由の一つに考えられるo また,スペインの植

民地政策の一環として,先住民の集住化が進められ,高地から盆地のプエブロ集落へと転

居させられたことも関係していよう｡

2.メキシコ盆地のテナンパ

以上のように,階段耕地と濯概が存在した地域は欄密な人口と高度な文化をもった地域

にほぼ相当したので,早くからスペイン入植民者や研究者の注目を集めてきた｡しかし,

先住民が人工的に地形を改変したのは山腹斜面だけではなかった｡低地部においても,負

約的な農業を行うためにさまざまな土木事業が行われた｡とくに,メキシコ盆地ではチナ

ンバと呼ばれる人工的盛土畑がみられる｡この農耕形態ははやくも16世紀からスペイン入

によって注目され,多数の報告がなされた｡その伝統は植民地時代を-て今日まで受け継

がれている｡

テナンパとは,浅い湖や湿地帯の水面よりも高く盛土されて,島状に造成された長方形

の畑である｡陸地部で掘り起こされた芝土をカヌーで運び込んで,水生植物や湖底の泥と

ともに,水深の浅いところに積み上げられた｡また,湿地に排水路を掘り,掘り起こされ
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た土を排水路と排水路との間に盛り上げて畑を造成する場合もあった｡こうして,幅2･5-

3.5メートル,長さ30メートル程度の畑が造成された｡チナンバは水路で囲まれており,カ

ヌーを使って作物の作付け･管理･収穫が行われた｡このように,テナンパは湿地の干拓

の一つの形態であり,おもに季節的に氾濫した地域で,乾季の終わり頃に建設されたよう

である(第3図)｡

テナンパではトウモロコシや野菜などが栽培されたが,最大の特徴は集約的で継続的な

耕作が可能なことであった｡これは,過去においても現在においても,西半球で最も生産

第3図I500年頃のメキシコ盆地におけるテナンパの分布

westandAugelli (1976: 238)による
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性の高い農業システムの一つなのである｡造成された畑はもともと肥沃であっ.たが,土壌

の肥沃度を保持するために施肥が行われたo一つの方法は,盛土畑を取り囲む水路から有

機質に富んだ泥をすくい上げて畑に与えるものであったo もう一つは,水生植物や下肥を

利用して堆肥が作られ,盛土畑に投入されたo濯概の観点からも,チナンバは理想的であ

った｡細長い人工の島では,水路からの浸出によって水分が土壌に継続的に補給されたし,

手作業による水路からのくみ上げ濯概も可能であったo また,作物の苗が苗床で栽培され

て,盛土畑に植え替えられたo この方法では栽培のためのスペースを節約できたし,育ち

のよい苗だけが利用されたので,作物の収量の増加に役立った｡また,盛土畑を短いサイ

クルで匝常的･集約的に利用できるというメリットがあったo

最初のチナンバの造成は今から2000年前までさかのぼるといわれている｡メソアメリカ

では,原始的な農耕が始まったのは起源前6000年頃で,前1000年頃には共通的な文化要･素

が出現しはじめた｡アステカ帝国を築いたアステカ族が,北方からメキシコ盆地に入って

テノチティトランに落ち着いたのは14世紀に入ってからのことなので,それよりもはるか

以前からこの農耕様式は存在していたことになる｡

しかし,チナンバをメキシコ盆地に広く拡大したのはアステカ族であった｡その背景に

は,強大な帝国の建設による政治的な安定化があったと考えられる｡彼らは15世紀前半に

はメキシコ盆地で最大の勢力の一つとなり, 15世紀半ばには隣接するテスココ王国やトラ

コパン王国との間に三国同盟が結ばれて,国家間の抗争に終止符が打たれた｡それ以降,

写真3 メキシコ盆地ソテミルコのテナンパ(J972年)
(捷供:矢ヶ崎孝雄博士)



南]ヒアメリカにおける先住民の農業様式と地域生態
51

メキシコ盆地の外-と政治的･軍事的な征服活動を開始し,各領土から集められた農産物

･織物･金などの貢ぎ物がアステカ帝国に繁栄をもたらしたことについてはよく知られて

いる(Coe 1964 ; West and Augelli 1976)0

こうしたアステカの発展と人口増加の重要な基盤となったのは集約的農業であり,実際,

テナンパは14世紀から15世紀にかけて拡大している｡とくに,メキシコ盆地のなかでも,

南部のソチミルコ潮とチャルコ湖はテナンパ農業の中心地であり,王国を支えた穀倉地帯

であった(第3図)｡行政のイニシアチブのもとで,湿地帯の開墾はかなり計画的に行われ

たようである｡アルミラスによれば,ソチミルコ･チャルコ地域では,湿地の開墾が行わ

れた地域は全体で12,000-タタールにおよぴ,水路等を差し引いても, 9,000-タタールの

肥沃な農地が存在した｡これは10万人の人口を養うだけの農産物を生産できたが,収穫の

半分は,余剰農産物としてアステカ帝国の首都テノチティトランに供給されたと考えられ

る(Armillas 1971)｡集約的な農業と軍事的な拡大を基盤として,メキシコ盆地は中米で

もっとも人口密度の高い地域となった.

以上のように,チナンバは先住民が生み出した知恵と技術による環境利用の究極的な形

態の一つなのである｡これによって,湿地は見事な農業地域へと変貌した｡テナンパの伝

統は,最近では幅が5-15メートルとたいへんに広くなっているが,ソチミルコ南部で今

日でも存続している(写真3)0

3.南アメf)カの盛土畑

階段耕地にしてもテナンパにしても,スペイン人によって早くから発見され記録に残さ

れたので,メソアメリカやアンデスの進んだ文化や高い人口密度については,比較的早く

から理解されていた｡ところが, 1960年代に入って地理学者を中心に調査研究が進むにつ

れて,メキシコ盆地のチナンバに類似した人工的な盛土畑の遺跡が南アメリカ各地で発見

され,そうした事実に基づいて,スペイン人の到来以前に集約的な農業が行われていたこ

とがわかってきたo すなわち,チナンバは,かつて考えられていたように,メキシコ盆地

に固有の農業様式ではなかったわ【ナである｡このような新しい研究成果が,前述したよう

に,先住民人口の推計を大きく修正する要因となった｡

南アメリカの盛土畑は,チナンバとは異なり,スペイン人の到来以前か,あるいは到来

後間もなくして放棄されてしまった｡スペイン人による征服の記録や植民地時代の文献に

これらが登場することはないという｡盛土畑を建設した先住民の子孫たちも,この土木事

業の跡に気が付かなかったり,彼らの祖先たちがそれらを建設したことを認識してはいな

かったようである｡また, 1950年代まで研究者も全く注目しなかった｡実際に,放棄され

てからかなりの時間がたった盛土畑は,侵食がひどかったり,堆積物で一部が埋まってい

たりしているため,この土木事業の全体像と意義を地上から認識することは容易ではなか

った｡人里離れた所にある場合はもちろんのこと,集落や道路の近くにある場合でも,人

工的に造成された故地形としては認識されることはなかった｡しかし,航空写真は先住民

が行った土木事業の痕跡をはっきりととらえていた｡

1960年代に入って間もなくして,まず,ボリビア東部のペニ川流域のモホス･サバンナ
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平面形

写真4 ぺルーのチチカカ湖岸に近い放棄された盛土灼(]979年)

断面形

プラット

ホーム空

席根E!

第4図 盛土畑の諸形態

Denevan (1970)による
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で前コロンブス時代の盛土畑が地理学者デネヴァンによって発見され,それに付随した水

路,土手道,マウンドを含めて,土木事業の形態,規模,そして機能などがはじめて明ら

かになった｡この草原地帯は,湿潤熱帯性の気候のもとで,雨季の半年近くにわたって川

が氾濫して浸水がおきる｡今日では,条件のよい限られた場所で農業が行われている以外

は,おもに牧畜用として粗放的に利用されているにすぎないが,この地域で2万ヘクター

ルにおよぶ範囲で盛土畑の痕跡が発見されたo それらが建設された年代は不明のようであ

るが, 16世紀末のヨーロッパ人との接触暗までは先住系住民によって利用されていたと考

えられている(Denevan 1966)｡また,ボリビア東部での調査と平行して,コロンビア北

部のマググレナ川の支流であるサンホル-川の流域においても,地理学者パーソンズによ

って多数の盛土畑の遺跡が発見された(Parsons and Bowen 1966)0

ボリビア東部やコロンビア北部での盛土畑の発見を契機として,研究者たちは,航空写

真や現地調査によって南アメリカ各地でその存在を確認しはじめた｡熱帯サバンナや高地

の盆地でも,季節的に浸水が繰り返される地区では大規模な盛土畑の遺跡が見つかった.

スl)ナム,エクアドルのグアヤス川流域,ベネズエラのオリノコ川流域などである｡また,

アンデス高地においてもその存在が確認され,なかでも,チチカカ湖岸ではかなり広範囲

に盛土畑がみつかった(ParsonsandDenevan 1967 ; Parsons 1969)｡写真4は,チチカ

カ湖の近くで放棄されたかつての盛土畑の痕跡を示したものである｡

1970年の報告でデネヴァンは,スリナム,ベネズエラ,コロンビア,エクアドル,ペル

ー,ボリビアには,少なくとも17万-タタールの盛土畑の跡地が存在するとした｡その後

新たに盛土畑が発見されており,たとえば,コロンビア北部のサンホルへ川流域で50万ヘ

クタール,チチカカ湖岸の一部の地区だけでも19,000-タタールといった報告がなされて

いる(Denevan 1970,1992a ; PlazasandFalchetti 1987)｡また,メソアメl)カにおいて

ち,メキシコ盆地のテナンパ以外にも,類似した盛土畑がメキシコの高地部やユカタン半

島で発見された(Siemens1983). 1985年にコロンビアのボゴタで開催されたラテンアメリ

カ研究者合議では, ｢アンデス地域における前スペイン時代の耕作地｣が課題となったし

(Denevan, Mathewson and Knapp 1987),その後も盛土畑に関する研究は蓄積されつ

つある(たとえば, Sluyter 1994)｡

これらはの盛土畑は,英語ではridgedfieldあるいはraisedfieldと,また,スペイン語で

はcampos elevadosあるいはcamellonesと呼ばれる｡メキシコのテナンパとは異なり,南

アメリカの盛土畑は一般に地方名をもたない｡これは,歴史資料が存在しないこと,そし

て,類似した農耕が現在でも行われているところもあるけれども,前コロンブス時代から

現代までの継続性がないためである｡

盛土畑の形態は,第4図に示されるように,地域ごとにかなりのバリエーションがみら

れた｡幅,長さ,形態はさまざまであるし,断面形にもいろいろなタイプがみられる｡い

ずれにせよ,このような畑を造成することによって,洪水期でも作物の浸水を免れること

ができたし,乾季には濯漉が容易であった｡先住民は,局地的な環境条件を利用しながら

集約的な農耕を行ったわけであり,彼らの知恵がここにはみられるのである｡ただし,こ

うした土木事業がいつどこで生み出され,それがどのようなルートで伝播したのかという
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第2表1500年頃のメソアメリカにおける主要な栽培埴物

作 物 名 学 名 起 源 地

種子作物

トウモロコシMaiz

マメBeans

スギモリゲイトウA血aran也

ヒマワリSunflower

チアChia

Zed maps L.

Phaseolus L. ( 4 #)

Amaylanthus cnLentuS L.

Helianthus annuus L.

Salvia hisPanica Fern.

Cheno?odium nuihllhleSaff.

メキシコ南部･グアテマラ

メキシコ南部･グアテマラ

メキシコ南部･グアテマラ

合衆国南西部/メキシコ西部
メキシコ

塊茎･塊根作物

サツマイモSweet potato

マニオクSweet manioc

クズイモJTcamo

IPomoea batattzs (L.)Lam.

Manihot esculenta Crantz.

Pachyrhizus eyosus (L.)Urban

南アメリカ

南アメリカ

メキシコ

野菜

トマトTomato

オオブドゥホオズキ

Husk tomato

-ヤトウリChayote

カボチャSquasb

LycoPeysicon escuLetum Mill.

Pkysalis ixocaゆa Brot.

Sechium edule (Jacq. )Swartz

Cucurbita L. (4種)

南アメリカ

メキシコ南部･グアテマラ

メキシコ南部･グアテマラ

メキシコ南部･グアテマラ

果物

カカオCacao

アボカドAvocado

パイナップルPineapple

パパイアPapaya

ウチワサJiIテンTuna cactus

チリモヤChirimoya

マメイMamey

サボジラChicosapote

メキシカンチェリーCapulⅠn

モンビンノキHog plum

パンジロウGuava

バニラVanilla

Theoby10ma Cacao L.

Pe7Tea americana Mill.

Ananas comosus (L.)Merrill

Can'ca papaya L.

砂unぬMill.
Annona cherimohz Mill.

Calocaゆum mammosum Pierre

AchyiiaS SaPota L.

Pyunus caPuli
Sbondias mombin L.

Psidium guajava L.

Vanilla 9lamfolid Andr.

メキシコ南部･グアテマラ

メキシコ南部･グアテマラ

南アメリカ

メキシコ南部･グアテマラ

メキシコ

南アメリカ

メキシコ南部･グアテマラ

メキシコ南部･グアテマラ

メキシコ

メキシコ南部･グアテマラ

メキシコ南部･グアテマラ

メキシコ南部･グアテマラ

繊維作物

リュウゼツランAgave Agave L.(5種) メキシコ

リタチメンUpland cotton Goss34,Sum hiysutum L. メキシコ南部･グアテマラ

調味料

トウガラシChili pepper Capsicum L. (多種) メキシコ南部･グアテマラ

染料作物

ペニノキAchiote Bin o柁Jlana L. 南アメリカ

ナンバンコマツナギIndigo Zndt'gofe和Su#ndicosa Mill. 中央アメリカ

儀式用作物

タバコTabacoo Nicotina L. ( 2種) 南アメ1)カ

copal P710tium coPal メキシコ南部･グアテマラ

観賞用植物

ダリアDablia

キンセンカMarigold

トラユリTigerflover

Dahlia Cav. (4種)

Tqetes L. ( 2種)

花n'dhlPavon由(L.i.)DC.

メキシコ南部･グアテマラ

メキシコ南部･グアテマラ

メキシコ南部･グアテマラ

West and Augelli(1976 : 230)に加筆･修正.
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問題については,いまだに明らかではか- (Parsons 1985)o

それでは,季節的に氾濫が繰り返される条件の悪い湿地帯を,先住民たちが時間と労力

をかけて開墾したのはどうしてだろうか｡デネヴァンは二つの大きな要因をあげている

(Denevan 1970)｡まず,季節的に氾濫する地域には,魚類,亀,イグアナ,鳥類,そし

てカピバラやテンジクネズミのような宙歯類など,タンパク質源が豊富に存在する｡これ

は南アメリカの熱帯低地ではか--んに重要であった｡つまり,主食であるマニオクは澱

粉には富んでいるが,タンパク質がごくわずかしか含まれていないからである｡同じこと

は,いも類に依存したアンデス高地のチチカカ潮沿岸の場合にもあてはまる｡さらに,人

口庄の問題が考えられる｡人口の増加は農業の集約化や耕地の拡大を必要とした｡南アメ

リカの熱帯サバンナでは,先住民はもともと河川沿いなどに存在した森林において,その

肥沃な土壌を利用して農耕を行っていた｡しかし,人口増加にともなって,食糧を増産す

るために,多くの時間と労力を投入してまでもサバンナを開墾する必要が生じたわけであ

る｡したがって,ヨーロッパ人との接触の結果として人口が減少すると,彼らにとってマ

ージナルな存在であった季節的に氾濫を繰り返すサバンナに建設された盛土畑は,最初に

放棄されるようになったと考えられる｡

IV 植物の栽培化と加エ

I.多様な栽噂植物

以上においては,集約的な農業を行うための畑の造成についてみてきたが,次に,先住

民が栽培した作物について検討してみたい｡地理学者カール･サウア-は,名著として知

られる『農業の起療』のなかで,農業は多様な環境条件に恵まれた東南アジアにおいて,

森林に居住する定住民によって始められ漁業農耕文化が形成されたと考えた｡そこで発

生した栄養体の無性繁殖に基づいた農耕の伝統は,太平洋の北岸を経由して熱帯アメリカ

へと伝播した(サウアー1960)o周知のように,農業の起源と伝播に関しては議論がさま

ざまである｡しかし,ラテンアメリカの免住民は実に多くの植物を栽培化したことがわか

っている｡なかでも,アンデスとメソアメリカは野生植物の栽培化の二大中心地であった｡

第2表に示されるように,メソアメリカではきわめて多くの植物が栽培化されたo先住民

は90種近くの植物を栽培しており,このうちの70種はこの地域原産の植物であったといわ

れる｡

メソアメリカを代表する作物は,トウモロコシ,マメ,カボチャであった｡これらの組

み合わせは,食生活の観点からも,また,耕作体系の観点からも,非常に優れていたoト

ウモロコシはでんぶんに富んでいるほか,脂肪やタンパク質も含んでいる｡マメはタンパ

ク質に富み,肉の代用になる｡カボチャは主要なビタミン常に恵まれており,油分を多く

含んだ種子は煎って食べられるし,花や果肉は野菜でもあった｡これらの三種類の作物は

同じ畑で混作され,調和の取れた耕作体系ができあがった｡トウモロコシの長い茎にはマ

メが巻き付く｡マメは土壌中に窒素を固定して土地を肥沃にする｡カボチャは地面に水平

に広がり,その菓で地面を覆うことによって,雨季によくみられる午後の大雨から表土を

保護し,土壌侵食を防止することができる｡これらの植物の栽培複合は,今日でも多くの
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人々の食生活の基盤となっている(West and Augelli 1976)0

これらのほかにも,メソアメリカでは,トマト,カカオ,綿花,トウガラシなど,今日

の我々の日常生活に欠かせない植物が栽培化された｡また,南アメリカでは,ジャガイモ

のほかにも,サツマイモ,タバコ,パイナップルなどの栽培植物が誕生した｡

2.いも類の加工

栽培化された植物のなかには,有毒な成分のために加工が必要なものもあった｡アンデ

スで栽培化きれたジャガイモはその典型的な例である｡野生のジャガイモには苦みがある

ので,これを少なくするように品種改良が進められたと同時に,それを除去する処理が工

夫された｡

アンデス高地でチエ-ニョと呼ばれるのは,乾季の気候特性を利用して凍結乾燥された

ジャガイモである｡ジャガイモを屋外に放置しておくと,夜間は気温が零度以下に低下し

て凍結し,日中は気温が上昇して解凍する｡気温の日較差が大きい時期にこの凍結と解凍

のプロセスが数日間繰り返されると,ジャガイモは柔らかくなり,これを集めて足で踏み

潰して水分を取り除く｡さらに脱水されたジャガイモを広げておけば,乾燥したイモがで

きあがる(山本1992)｡こうして,苦みがあるけれども耐寒性に優れたジャガイモがアン

デス高地で栽培され,貴重な食糧として日常的に利用されるようになった｡これは保存食

でもある｡

チュ-ニョと同様に長い伝統をもつのは,マニオク(キャッサバ)の加工である｡この

植物が栽培化された地域についてはいまだに特定されてはいないが,一般には熱帯低地で

あろうと考えられている｡マニオクは,排水不良の土壌をきらうが,乾燥に強く,信頼性

の高い作物である｡地中にはでんぶんを含んだ大きな塊根を形成する｡地上茎は2メート

ルあまりにもなり,燃料としても利用が可能である｡前コンプス時代の熱帯低地の人々に

とって,マニオクは最も重要な作物の一つであったし,その重要性は今日でも依然として

変わってはいない｡

マニオクには大きく分けて無毒のものと有毒のものがある｡熱帯アメリカ西部のアンデ

ス山麓部では無毒マニオクが,中部のアマゾン川沿いでは有毒マニオクが卓越しているが,

両方を栽培する地域も広範囲に存在する｡地元の人々は両者をはっきりと識別し,別々の

名称を与えている｡無毒マニオクは鍋で煮てそのまま食べることができる｡しかし,有毒

マニオクは青酸成分を含むので,これを取り除く処理をしなければならか-｡このような

手間暇を考慮しても,有毒マニオクはその毒性のために害虫などの被害を受けにくいので,

無毒マニオクに比べて食糧作物としての信頼性が高い.毒抜き処理の方法は,はじめにマ

ニオクの皮をむき,すりおろす｡これを水で洗って,布に包み,圧搾して水分を除去する｡

さらに,これを土鍋や石のカマドで乾燥させる｡パンケーキ状にする場合もあるし,粉状

にする場合もある｡ブラジルでは,乾燥処理されたマニオクの粉はファリーニヤと呼ばれ,

今日でも重要な食糧である｡農村部では,カーザデフアリーニヤと呼ばれる加工場があっ

て,近隣の人々のマニオクを処理する風景をよく見かけるものである｡

以上は現在でも行われている処理方法であるが,これはコロンブス以前の先住民から受
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け継がれた伝統であると考えられている｡植民地時代のスペイン入植民者も,先住民によ

るマニオクの毒抜きを記録にとどめた.しかし,アンデスやメソアメリカに比べて,熱帯

低地では考古学的な遺物が少なく研究も進んでいないので･マニオクをめぐる文化につい

ては不明なことも多い｡ただし,人間が長い間にわたって栄養体繁殖を繰り返してきたた

めに,マニオクは自ら繁殖する能力を失ってしまったoつまり･このことはマニオクの栽

培の歴史が長いことを示唆しているわけである｡

v 局地的な環境の罷託と利用

I.バイオトープ

アマゾニアの上空を飛ぶと,河川を模様とする緑のじゅうたんが一面に広がっている｡

実際,アマゾニアは生態的な多橡性の乏しい地域であるとかつては考えられていたoしか

し,研究が進むにつれて,多様なバイオト-プの存在が明らかになってきたoこのバイト

-プとは,地形,気候,土壌,生物相などが比較的均一なミクロスケールの環境である｡

一様のようにみえるアマゾニアは,雨林,季節林,山地林,乾燥サバンナ,湿潤サバンナ,

氾濫原の六つに大きく分類できる｡そして,それぞれに数多くのバイオト-プが存在して

いる｡先住民はこうしたミクロな環境を認識し,狩猟,採集,漁労,農耕に積極的に利用

してきた(Denevan 1984).

アマゾニアでは水平的に環境条件に差異が生じているのに対して,アンデスでは高度が

環境の多様性を生み出している｡つまり,高度の変化をおもな要因として,さまざまなバ

イオトープが垂直的に形成されているわけである｡アマゾニアにしてもアンデスにしても,

このようなミクロ環境は先住民によって巧みに利用きれたo

2.アマゾニアのヴァルゼア

アマゾニアを大きく二つに分類すれば,河川の氾濫の影響をうける氾濫原(ヴァルゼア)

と.,氾濫の影響を受けないテラフィルメに分類できる｡これらは,土壌,動植物,季節性

などの点で著しい対照をなしており,それは先住民の伝統的な生活様式に反映されていたo

いずれにおいても,生産活動を有効に展開するためには,局地的な環境特性を正確に認識

し,それを合理的かう持続的に利用する必要がある｡
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写実5 低氷期のマナウスに出現しf=;.司襟と般着場(J980年l月)

写真6 高水期のマナウスの舶斎場(1979年7月)

まず,ヴァルゼアのバイオト-プについて検討してみか-｡第5図はヴァルゼアの典型

的な断面を示している｡テラフィルメにはさまれて,本流路,側流路,島,自然堤防,徳

背湿地,湖などが配列されており,土壌や動植物は場所によって水平的に多様である｡こ

こでは,わずかな高度差もミクロ環境に地域差をもたらす｡ヴァルゼアの幅は,アマゾン

川本流では15-50キロメートルと広いが,河川の規模によってさまざまである｡面積のう

えではアマゾニアのわずか2%弱を占めるにすぎないヴァルゼアではあるが,人口や集落

は伝続的にここに集中したし,その肥沃な土壌や多様な環境は集約的に利用された｡

ヴァルゼアの重要な特徴は,ある程度規則的に生ずる水位の上下動によって季節的に環

境が変化することである｡たとえば,ネグロ川に沿うマナウスでは,高水位の時期は2月

から8月までの半年間続き,水位が最も低い時期は9月から12月までである｡ 6月の最高
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水位と10月の最低水位との間には,最大で16メートルの差がみられた(Sternberg 1975)｡

二つの異なった時期にマナウスを訪れてみれば,対頗的な港の風景にだれもが驚かされる

ものである｡写真5は水位がまだ低い1月のネグロ川の河原の風景である｡広大な河原に

は無数のパラッタが建設され,各地から農産物を積んで入港する船でにぎわいをみせ,育

空市場の風景を呈している.一方,写真6は水位の高い7月の風景である.写真5の上側

に建物が並んでいるのがわかるが,その前の道路を隔てて川岸になっている｡写真6では,

その道路際まで浸水し,船が道路に接岸している様子がわかる｡

毎年の洪水は土壌の侵食と堆積をもたらすが,その規模は一定ではないo また,流路が

変わることもしばしばある｡河川がもたらす季節的な変動はミクロ環境の変化を生み出し,

これは人間活動の形態やリズムに大きな影響を与える｡減水して出現した土地は農耕に利

用できるが,増水によって再び水没してしまう｡このほかにも,水位の変動は,交通の形

悲,集落の立地,動植物の収穫,労働力の配分などにおいて重要な要図となる｡

さらに,スケールをかえてみると,アマゾニアでは河川によって水質が大きく異なって

おり,これは,植生,動物,土壌などに大きな差異をもたらす要因である｡アマゾニアの

河川には,大きく分けて,白い川,澄んだ川,黒い川の三種類がある｡アマゾン川本流の

ように,アンデス山脈で侵食された細かい堆積物を多量に運搬する川は白っぽく濁ってい

る｡この水中には植物性プランクトンが多く,シルト性の土壌をつくりだす｡澄んだ川は,

古い結晶質の岩石からなるブラジル高原やギアナ高原に源を発するため,運搬する堆積物

が少なく,したがって栄養分の含有量は低い｡黒い川の代表はネグロ川である｡これは酸

性で,栄養分に乏しい｢飢餓の川｣である.(西沢･小池1992).

人類学者のメガ-ズ(1977)は,このようなヴァルゼアの環境に適応した先住民の生活

様式と社食構造を論じている｡ここでは,後述するテラフィルメよりもはるかに高い文化

水準が達成されたo集落は⊥カ所に定住し,その規模は200-2,500人と大きかった.集落

は異なったバイオト-プが接する場所に建設される場合が多いが,これは両方のバイオト

-プが容易に利用できるようにするためである｡また,強い権力をもったリーダーによっ

て多くの村が統治された｡社会階層が形成されたし,職業の専門化も進んだ｡偶像崇拝に

よる宗教儀礼,そして,捕虜を目的とした戦争とその奴隷化が行われた｡

農業についてみると,毎年発生する洪水は大きなメリットをもっていた｡洪水は上流か

ら肥沃な土壌をもたらす｡さらに,洪水によって植生が破壊されるため,土地を開墾する

必要がなかったo また,害虫も洪水によって涜されるため,害虫による作物の被害は最小

限にとどめられた｡しかし,水位の変動にあわせて,作付けの時期,面積,作物の種類を

調整し,畑が浸水する前に収穫を終える必要があった｡トウモロコシやマメなどは短期間

で収穫できるので,低いバイオト-プで栽培された｡マニオク(そして,後にはバナナや

料理バナナ)は,自然堤防の上に栽培された.多年生の作物には,ほとんど水に浸かるこ

とがない最も高い場所が選ばれた.微妙に異なる土壌条件も耕作の際に考慮に入れられた

のは当然のことであった｡

魚類,負,将虫類,晴乳類,鳥類などの動物の量や種類が豊富なヴァルゼアは,人間に

とってタンパク質源の宝庫である｡これらの動物が最も豊富になるのは9月から1月にか
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けての低水期なので,狩猟や漁労はこの時期に集中した｡亀は捕獲してから囲いに飼って

おいて,必要な時に利用された｡その他の肉は壌製にされたり,亀の卵や海牛からとった

油につけて保存された.この時期はまた,作物の作付け,栽培,収穫,処理といった農耕

で忙しい時期でもあった｡したがって,農耕と狩猟･漁労をうまく両立させるために,労

働の分業化や社会階層の分化が生じた｡

このようにヴァルゼアは総じてみると豊かな場所であったが,最大の欠点は,水位の変

動がもたらす不安定性であった｡つまり,洪水期が予想よりも早くやってくれば,収穫す

る前に畑が浸水して作物が失われた｡トウモロコシは収穫まで3カ月かかるが,標準的な

年では2回の収穫が可能である｡水位の上昇が早い年には, 2回目の収穫が失われてしま

う｡一方,あまり増水せず,したがって土壌の堆積が少ない年には,畑の肥沃度の更新が

十分には行われなかった｡こうした変動に対応して,狩猟や漁労の対象となる動物も変動

した｡このように,人間にとってのヴァルゼアは,豊かであると同時にデリケートな生態

的バランスのもとにあり,したがって危険性に富んだ,何とも魅力的な世界であったとい

える｡

前コロンブス時代のヴァルゼアの利用に比べると,高い農業ポテンシャルにもかかわら

ず,その後の利用は現在まで遅れているようにみえる｡現代における典型的な作付け様式

は,低地部では米と豆,自然堤防の内側の斜面ではトウモロコシ,サトウキビ,ジュート,

自然堤防上ではバナナ,マニオク,果樹,外側の斜面ではジュートとサトウキピ,後背湿

地では豆といったパターンが一般的である(Denevan 1984)｡また,ヒラオカは,ペルー

領アマゾンにおける現地調査から,今日のメスチ'1/農民がヴァルゼアのさまざまなバイオ

ト-プを認識し利用する生業形態について,また,彼らがヴァルゼア農業とテラフィルメ

における焼き畑耕作を組み合わせている生業形態について詳細に報告している(Hiraoka

1985)｡こうしたバイオト-プに関する研究は,アマゾニア研究の一つの流れになっている

(Denevan and Hiraoka 1992)｡いずれにせよ,現在のヴァルゼアの利用形態に関して研

究の蓄積が進めば,前コロンブス時代の先住民の世界を考える手掛かりがみつかることに

なる｡

3.アマゾニアのテラフィルメ

アマゾニアの98%を占めるのは,テラフィルメと呼ばれる,河川の氾濫の影響を受けな

い地域である.この広大な土地は,自然環境の点においても,また,先住民の生活様式や

社食構造の点においても,ヴァルゼアとは大きく異なった世界である｡テラフィルメには,

雨林,季節林,サバンナなどの植生がみられるが,ここでは,代表的な雨林とそこに適応

した先住民の農業様式について考えてみたい｡

熱帯雨林は,きわめて長い歴史をもち,多様性に富み,しかも微妙なバランスの上にな

りたったエコシステムである｡地面から大木の樹冠まではいくつかの層に分かれており,

それぞれの層は,日射量,気温,湿度,空気の循環などの点で異なっている｡さまざまな

動植物が,こうしたミクロ環境を利用して生活しているo土壌は一般に貧困であるが,そ

のかわりに,水分や養分は植物体に貯蔵されている｡高密度に発達した根,そして植物や
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微生物の働きによって,栄養分や水分が比較的限られた地域内で効率的に循環している｡

厚い植生のカバー,そして一年中みられる落ち葉によって,強い太陽光線が遮断され,強

烈な雨の直撃から地面が保護される｡

ここでは,焼き畑移動耕作は環境に適応した農業様式であったo森林の一部が伐採され,

乾燥の後に火入れが行われた｡幹や大きな枝などは燃えない場合もあるが,それらは放置

しておく｡これらは太陽光線や雨の直撃から土壌を保護するのに役立つ｡マニオク,サツ

マイモ,トウガラシ,その他の作物が栽培されるが,これらは同一の圃場で混作される｡

一つの畑は3-4年程度耕作され,肥沃度が低下して収量が落ちると放棄される｡このこ

ろまでには二次林が生え始め,時間の経過とともに徐々に森林-と戻って行く｡

この農耕システムは,ヴァルゼアにおける集約的な農耕に比べれば生産性ははるかに低

いけれども,テラフィルメの土壌の貧困性,強い太陽光線,多い降水量を考えると,合理

性に富んでいる｡火入れによって,一時的ではあるが土壌の肥沃度は増す｡太陽光線によ

って土壌が高温になると,バクテリアの活動が活発化して栄養分の分解が促進されるので,

直射日光を避ける意義は大きい｡また,強い雨が土壌を直撃すれば土壌侵食が深刻となる｡

このように,焼き畑耕作は熱帯雨林がもつ優れた特性を模倣したものであり,雨林のミニ

チュア版であるといえる｡

もちろん,テラフィルメは実際には全く平坦ではなく,起伏に応じてバイオト-プも異

なる｡低い場所では表土は厚く湿気も多いが,高い部分では表土は薄く乾燥している｡低

い地区では土壌は優れているが,日当たりは高い部分の方がよい｡審歯類や害虫は,低い

部分でより大きな問題となる｡したがって,場所によって森林の規模や構成も異なるので,

焼き畑による利用においても多様性が生じる｡

ヨーロッパ人との接触の時点で,テラフィルメには,異なった言語を話すけれども共通

した文化をもった先住民が多く住んでいた｡彼らは小規模で移動性の高い集落を形成し,

採集と･挽き畑農業を組み合わせた自給経済を営んでいたo また,血縁に基づいた社食組織

や,性による労働の役割分担がみられた｡テラフィルメでは,メソアメリカや中央アンデ

スで紀元前のはるか菅に形成された社食階層,分業化,宗教体系は発展しなかった｡しか

し,人口の増加や集中を防ぐようなさまざまなメカニズムが作り出されていた｡これは,

テラフィルメの貧困な土壌や少ない動物資源は,多くの人口を養うことができなかったか

らである｡ひんばんにみられた他の部族に対する襲撃は報復をおもな目的としており,こ

れは人口調節の機能をもっていた｡呪術,嬰児殺し,性交渉のタブーは,人口の密度や規

模を抑制する役割を果たしていた(メガ-ズ1977)0

すなわち,テラフィルメでは,高い文化水準を達成しなくても,ヴァルゼアとは対照的

に安定した環境のもとで,それに適応して資源を利用し,人口規模を守ってさえいれば,

恵まれた生活が保障されたものと考えられるo これも,先住民が生み出した生活の知恵の

一つであるといえる｡
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4.アンデスの高度帯

水平的に微妙に形成されたアマゾニアのバイオト-プとは対照的に,アンデスでははる

かに劇的な環境の差異が高度によって生じている｡ドイツ人地理学者のアレクサンダー･

フォン･フンボルトは, 19世紀はじめの南米-の探検旅行中にアンデスを訪れ,エクアド

ル中部にそびえるチンポラソ山に登山して,高度がつくりだす気候帯と多様な環境を観察

した｡しかし,高度帯を利用した先住民の生活様式が具体的に明らかになってきたのは,

つい最近のことである｡

アンデスでは,高度によって気温や降水量が異なるほか,地形,緯度,風などの局地的

な条件を反映して,さまざまな生態的地帯が形成されている｡人類学者のムーラは,植民

地時代の記録に基づいて,異なる生態的地帯を認識し,有効に利用していた免住民の生活

様式と文化を明らかにした｡彼はこれを垂直統御と呼んだ(Murra 1972)｡一つの事例に

よると,先住民は,主要な作物であるジャガイモの生産地帯とトウモロコシ生産地帯の境

界にあたる,高度3,000メートルあたりに生活の本拠をおいていたoしかし,彼らの生活空

間は,家畜の放牧地帯であり,塩を獲得することができる4,000メートルの高地から,コカ

やトウガラシを栽培することができる熱帯性気候の低地部にまでおよんだ｡つまり,さま

ざまなバイオト-プをうまく利用しながら,集団内での自給様式を確立していたわけであ

る｡

異なったバイオト-プを同時に利用することにはさまざまなメリットがあった.異常気

象や病虫害が作物にもたらす危険を分散することができた｡多くの種類の作物を栽培する

ことができたし,家畜の飼育と農耕をうまく組み合わせることができたo これは食生活の

バランスの改善に役立った｡また,高度帯によって作付けや収穫の時期が異なるので,労

働力需要が一時期に集中するのを防ぐためにも有効であった｡このような高度帯を利用し

た生活様式は,今日のアンデスでも依然として存統しているという｡

アンデスにおける垂直統御や生態的ゾーンの問題に関しては,日本語で紹介されている

し,日本人研究者による調査報告も行われているので(大貫1978;丸山1991;山本

1992 ;山本ほか1993),ここで詳細な説明は省略することにしたい｡欧米の地理学研究者

にとってアンデスは重要な研究課題であり, 1980年代には,前述した段々畑や盛土畑に関

する研究とともに,高度による地域生態と生活様式の問題についても,徐々に研究の蓄積

が進んだことを記すに止めることにしたい(Knapp 1992 ; Stadel 1992)0

Vl おわりに

以上,ラテンアメリカを中心にして述べてきたように,新大陸の先住民は,ヨーロッパ

人との接触のはるか昔から,独自の環境利用の伝統を確立していた｡彼らの方法は,環境

をそのまま保護するわけではなかったが,局地的な環境条件をよく認識し,それに適応し

たり,修正を加えたりするもので,食糧の増産や安定供給に寄与していた｡先住民が生ま

れながらの環境保護者であったというのは言い過ぎのように思えるが,彼らの農業の方法

や技術はi一般的には環境適応型と呼ぶことができるo これに対して,農業開発に関する

われわれの最近の発想は,エネルギーを多量に投入して環境を大幅に改変することを前提
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にしてきたのは明らかである｡科学技術のめざましい発達を経験した今世紀には,われわ

れは環境改変型の農業様式にとりつかれ続けてきたように思える｡しかし,資源の有限性

や環境の脆弱性を認識し,持続可能な発展の方向や方法を模索しなければならない今日,

場所の条件に基づいたミクロスケールでの発想法と環境を巧みに利用する方法は,ますま

す重要性を増しつつあるといえる(Nisbizawa and Uitto 1995)0

こうした点において,先住民の伝統からわれわれが学ぶことはたくさんあるかもしれな

いoそのためにも,詳細な研究が蓄積されることの意義は大きいo本稿で展望した課題に

関しては,もともとアメリカ合衆国の研究者が本格的に取り組みはじめたわけであるが,

最近ではヨーロッパの研究者も関心を示しはじめたし,地元ラテンアメリカの研究者によ

る報告も増えている(TorreyBurga 1986)｡この分野には地理学における魅力的な研究フ

ロンティアが存在するわけであるが,日本から眺めていると,このフロンティアで開拓に

従事するには克服しがたい時間的･距離的･経済的な制約が存在することを感じざるをえ

ないのがまことに残念である｡

この研究テ-マに私が最初に遭遇したのは,那)フォルニア大学(バークリー)で大学

院生括を送った1970年代のことであった.指導教官であったジェームズ･パーソンズ教授

の誇義や演習で前コロンブス時代の盛土畑が扱われたことがあったので,私も薄い文献フ

ァイルを作成してはいたが,その後長い間そのままになっていた｡昨年,横浜国立大国際

交流基金の援助を受けてか)フォルニア大学(バークリー校)地理学部で6ヵ月間の研究

生活をおくることができたが,研究室を利用させていただいた恩師ジェームズ･パーソン

ズ名誉教授から文献･資料を自由に閲覧させていただき, 1980年代以降の研究動向をはじ

めとして貴重な助言をいただいた｡また,このテーマについて私なりにまとめてみるきっ

かけをつくっていただいたのは,東京成徳大学の西洋利栄教授であった｡矢ヶ崎孝雄博士

からはチナンバの写真をお借りしたo以上,記して感謝いたしますo
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